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とを見出した。しかし、その確度に問題があり、その問題解決のために分光反射率測定や色差、光沢度、
蛍光分光等の光学的な手法の導入を検討した。これらの自然科学的な手法を用いることにより材料を非
破壊で同定が可能であることを明らかにした。この手法を用いることにより、材料の同定と同時に劣化
を知ることができることもあわせて見出した。このような材料の同定を非破壊で行うためには、その基
礎となるデータベースの構築が有効であることを示した。本研究により、非破壊で材料の同定が可能に
なり、その結果、より有効な修復を行えるようになった。これと同時に、本研究の成果として、テンペ
ラ画に用いられた材料の物理的や化学的性質を知ることをとおして、修復はもとより作品保存へも有用
な情報を提供できることをあげている。 
 以上のことから、本申請論文は博士（文化財）の学位を授与するのに十分な内容および水準であると
判断できる。 
 以上 
